
平成 1 4 年度開講外国語科目 に つ い て

報 告者 :福田一雄（人文学部）

Ⅰ. 英語 ( 初級)

平成 14 年度 は
,
｢ 改革 ･ 英語教育+ を実施に移す最

初 の 年度 と
一
な っ た ｡ ｢新潟大学 に お け る 英語教育改善

の た め に+ ( 大学教育開発研究 セ ン タ ー

, 外国語教育改

善特別検討委貞会 ･ 中間報告 ､ 委員長_
∴人文学部,

金

子
一 郎教授､ 平成 1 3 年3 月発行,

以 下 ｢ 中間報告+

と呼ぶ) を受 け て , 英語学頼お よび 各学部 にお い て英

語教育改革 の 検討が始 ま っ た ｡ ｢中間報告+ の 主旨 は
,

従来 の 英語教育 ｢ ブ ロ ッ ク 制+ を 廃止 し
, 初級英語 (従

来 の 英語 I A ､ 英語 I B) の 企画 ･ 実施 ･ 運営 の 責任 を

各学部 に ゆ だ ね る と い うも の で あ っ た｡ 従来 の ブ ロ ッ

ク制 と は , 人文学部が 人 ･ 理 ･ 工 , 法学部が法 ･ 医 ･

歯 , 経済学部が 経 ･ 教
･

農 の 英語教育 の 責任 を持 つ と

い うもの で あ っ た｡ これ を廃止 し､ 各学部 の 責任 とそ

れ を サ ポ ー トす る ｢協力学部制+ があら た に 提案 され

た｡ 協力学部制 は, 英語授業担当者 の い る学部が､ そ

う した 教員 が 皆無 か ､ ある い は
,

ほ とん どい な い 学部

を補助す る シ ス テ ム で あ る｡

あ ら た な協力学部制は ､ 人文学部が理 ･ 工 の , 法学

部が 医学部医学科お よび 歯の
､ 経済学部が 農 の

, 教育

学部 が 医学部保健学科の 協力学部 と な る シ ス テ ム で あ

る｡ こ う した 実施体制 の 改革 に関 して
, 各学部 で さ ま

ざま な意見があっ たが
, 最終的 に､ こ の 改革案 は大筋

に お い て 全学 の 同意 を得 る こ と に な っ た
｡

｢ 中間報告+

で は
,
｢ 初級英語+ の企画

･

実施責任 を 負う各学部 に お

い て , ｢ 外国語教育委員会+ を設置す る よう提案 して い

る｡ ｢ 中間報告+ の ポイ ン ト の
一

つ は ､ 従来 の ｢教葺英

請+ と い う カ テ ゴ リ ー は教養部があ っ た時代 の な ごり

で あり , 今後 は
､

｢ 大学英語+ と い うカ テ ゴリ ー に基 づ

い て
,

英語教育 を 4 年間
一

貫 の 学部教育全体の 中に位

置付け る必 要 が ある と い う こ と で あ る｡ そ の ような位

置付け を行 い
, 初級英語教育を企画 し

, 実施 して い く

母 体 は各学部 を お い て な い と い う こ と で あ る｡

｢ 中間報告+ の もう
一

つ の ポ イ ン トは
､ 英語 I A ､ 英

語 I B と いう名称を廃止 し
､ 教育方針と中身が よ り明

示 され た タイ ト ル を
, 各学部 に お い て検討 して い た だ

きた い とい うもの で あ っ た｡ こ の 点 に つ い て
､

各学部

で 叢諭された 結果､ 平成 14 年度 の 初級英語の 名称は

以 下 の よう にな っ た｡ なお 開講 コ マ 数 は ほ ぼ前年どお

りで ある｡ 受講定点もリ ー デ ィ ン グ系で 約 5 0 名､
コ

ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 系で 約 3 0 名が基本 とな っ て い る.

< 平成 1 4 年度初級英語 の科目名称 >

○ 人 文学部 : ｢ 英語 I A + ( サ ブ タイ トル : ｢社会 を 見

つ め る+ ､ ｢ 環境 を 生 き る+ ､ ｢ 人間 を 考え る+ ,

｢ 歴史 を た どる+ ､
｢ 科学 を 読む+ ) ,

｢ 英語 I B +

( サ ブ タ イ ト ル : ｢ 聴解+ ,
｢ 口 頭発表+ ､

｢ 会話+ ､

｢作文+)

○ 法学部
'

. ｢ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン英語+

○ 経済学部 : ｢ 英語I A + ,
｢ 英語I B J

O 教育人 間科学部:｢ エ デ ュ ケ ー

シ ョ ン 英語+ ､
｢ コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英語+

○ 理 学部: ｢ 英語I A + ,
｢ 英語I BJ

O 工 学部 : ｢教養英語 A + ,
｢ 教養英語 B + ( 人文学部

と同様 の サ ブタ イ トル が 付く)

○ 農学部 : ｢英語I A+ ､
｢ 英語I B J

O 医学部医学科 : ｢英語I A + ,
｢ 英語I B J

O 医学部保健学科 : ｢ 実用 イ ギ リ ス 英語I+ ､
｢ 実用イ

ギリ ス 英語ⅠI+ , ｢ 入門医療英語+ ､
｢ 口頭 口語英語

(二 年次向け) +

○ 歯学部: ｢ リ ー ディ ン グ英語+ ､
｢ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ

ン 英語+

科 目 名称 に 関 して は
, 以 上 の よう に学部 に よ っ て 違

い がある｡ 名称だけ変わ っ ても, 内容が同 じで あれば

あま り 意味がな い の で あるが
､ 名 は体を 表すと い う土

と もあり ､ 名称 は や は り重要で あ る｡ 今後も､ 学部 4

年間を 通 じて の英語教育 とい う視点か ら, さら に 適切

な 名称 を検討 して い ただ き たい ｡

今後も, 初級英語 に関 し て は, 学部が望む 英語教育

を 学部で 企画 し, 協力学部の 英語関係者 と 連絡を密に

しな がら実施 に あた る とい う こ とに な る｡

F D の 報告 の 枠 を越え る こ と に な る が､ 参考 まで に,
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初級英語の 難易度 に関 して､ 筆者が平成 1 4 年 7 月 に

新潟県内出身の新大生 8 1 名 (
一

年生 5 8 名､ 二年生

2 3 名で
､
全学部に わ た る) に 実施 した ア ン ケ ー トの 結

果 を､ 簡単に紹介 して お き た い . そ れ に よ る と
, リ

ー

デ ィ ン グ系の 初級英語 に つ い て は､ ( 1 ) ち ょ うど良い

レベ ル ( 3 5 %) ( 2 ) 非常 に難 しい ( 1 % ) ( 3 ) や や難

しい (2 2 % ) ( 4 ) や や簡単で あ る ( 3 6 %) ( 5 ) 簡単

すぎる (6 % ) で あ っ た｡

一

方 ,
コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン 系

の 初級英語 に つ い て は
, ( 1 ) ち

`
よ うど

.
良い レ ベ ル

(3 3 %) ( 2 ) 顛常 に難 しい (4 % ) ( 3 ) や や 難 しい(2 5 % )

( 4 ) や や簡単で あ る(2 9 %) ( 5 ) 簡単すぎる ( 9 % )

で あ っ た｡ 他府県出身者 に つ い ても調査 した が
､ 今回

は､ 新潟県内出身者 の 集計だ け に と どめ た｡ 予測 と し

て は1 ･他府県出身者 の 回答 を含 め ても こ の数字 は大き

く変わ ら な い だ ろう と思 っ 七い る. 今後の初級英語 の

企画 に際 して
, 参考 に して い た だ けれ ば幸 い で ある｡

ⅠⅠ. 英語 (中 ･ 上級)

｢ 中間報告+ を 受け て ､ 初級英語 の企画 ･

実施責任

が各学部 に移 っ た の に対 し
､ 中 ･ 上級英語 の 企画 ･ 実

施責任 は英語学痛が負う こ と に な っ た｡ 平成 1 3 年 7

月 ､ 大学教育開発研究 セ ン タ ー に ｢ 全学向け上級英語

改革特別検討委貞会+ が設置 され ､ 検討 の 結果､ ｢ 中
･

上級英語+ は 以 下 に述 べ る よう にそ の 内容 を
一

新す る

こ と に な っ た｡ 新大 にお け る中級英語 の 歴史 を振 り返

る と
､ 平成 6 年 の 教養部改組 の 少 し前まで の長年 にわ

た る英語 8 単位体制 の時代 は
､

｢ 乙 英語+ と して 2 年

生 に と っ て過 2 回必修で あ っ た｡ これ は初級 の ｢ 甲英

語+ を少 し難 しく した もの で あり, 内容 はす べ て担当

者にま か されて い た｡ 続い て 教養部改組 の折 り に
, 中

級 に ｢ 英語ⅠI A + ･ ｢ 英語ⅠI B + ､ さ ら に上級 に ｢ 英語ⅠⅠI+

が開講 され た ｡ A は リ ー デ ィ ン グ系, B は コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 系で あ っ た｡ 平成 13 年度 ま で こ の 形 が 続い

た が､ 卒業要件単位 か ら外れ た こ と もあり
､ 受講生も

お しな べ て 少なく
, 開講 コ マ も少な か っ た ｡ レベ ル も､

｢ 乙 英語+ 時代同様 ､ 初級英語を少 し難 しく した もの

で あり
,

A
,

B の 区別 にそ っ て い れ ば
､ 内容は 担当者

にま かせ られ て い た｡

平成 14 年度 か ら の ｢ 改革 ･ 英語+ で は
､ 新大生の

英語力 を格段 に 高め る べ く
､ 名称

･

内容と も にま っ た

く 新 しい｢ 中 ･ 上級英語+ が開講 さ れ る こ と に な っ た｡

そ の 特徴 は
､ ( 1 ) コ マ 数を多く して 各 セ メ ス タ ー 3 2

コ マ 開講す る｡ ( 2 ) 旭町 の 医歯系の ク ラス をの ぞ い て
,

学部指定な しで全学向け とす る｡ ( 3 ) ｢ 中級
一

般目的

英語+ の リ ー ディ ン グと リ ス ニ ン グは定点2 0 名 だ が､

そ れ 以外の全 て の ク ラ ス は 1 5 名定点と し､ 全体と し

て 少人数教育を徹底 して い る｡ ( 4 ) ｢ 読む+ ,
｢書く+ ,

｢ 話す+ に よ っ て 分け られ た ス キ ル 別ク ラ ス を中心 に

開講 し, 同時に ｢ 主題別英語+ で は英語の総合力養成

を目指して い る｡ ( 5 ) 定点 に余裕があれば
一

年次生 の

受講を歓迎 して い る｡ ( 6 ) 担当者は ネイ テ ィ ヴを中心

に 英語の 運用 に 関心が高く経験も豊か な ス タ ッ フ を起

用 して い る｡

以 下 に ｢ 中 ･ 上級英語+ の 概要を 示す｡

< 中 ･ 上級英語の コ ー ス 構成 >

(1) 中級
一

般目的英語 ( 中級 E G P)
一

期 16 コ マ

2 年次生優先

( 目 的
･

内容)
一

般的､ 日常的 な英語 の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ

ョ ン 能力を伸張す る ため の中級 コ ー

ス で
, 英検 2 扱か

皇塑二 晩と三並 L
ス キ ル 別 に 4 種類 に分 かれ る. (E G P

≡ E n g li s h f o r G e n e r al P u r p o s e s)

(2) 上級
一

般 目的英語 (上級 E G P)
一

期 8 コ マ

3 年次生優先

( 目 的 ･ 内容)
一

般的､ 日 常的な 英語 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 能力を伸張す る た め の 上 級 コ ー ス で , 英検準1 級 レ

ベ ル ｡
ス キ ル 別 に 4 種類 に 分かれ る｡

(3) 学問目的英語 ( R A P)
一

期A コ .?-
2

.
3 年次生優先

(目的 ･ 内容) 海外 の 大学
･

大学院な どで学ぶ 際 に必 要

に な る 英語の ス タ デ ィ
･ ス キ ル を訓練す るた め の コ ー

ス

で
､ 英検 2 扱か ら準 1 級 レ ベ ル ｡ ス キ ル別 に 4 種類 に

分か れ るo 中 ･ 上級 の 区別 は ない o (E A P = E n g li s h fo r

A c a d e m i c P u r p o s e s)

(4) 主題別英語 (E T T)
一

期 4 コ マ

2 , 3 年次生優先

(目的
･

内容) 英語を 通 じて
, 大学生に と っ て必 要 な特

定主 題 を より 深く学 ぶ た め の コ ー

ス で
､ 英検 2 扱 か ら

準 1 級 レベ ル｡ ス キ ル別 で はな く, 総合的 な英語能力

を高め る こ とを目的に して い る. 中 ･ 上級の 区別 は ない .

平成 14 年度 は ｢ 多文化理解+ ,
｢ ドラ マ と映画+ ､

｢ ディ

ベ イ ト+ ､
｢ 公的 英語検定+ を開講 す る

｡ ( E T T =

E n g止s h fo r T o p ic s a n d T h e m e s)
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< 中
･

上級英語 に つ い て の注意事項>

1 . 中 ･ 上級 ク ラ ス はⅠ期向 けを､ た とえば｢ 中級 E G P

ス ピ ー キ ン グI+ の よう に, ⅠⅠ期向け を ｢ 中級 E G P ス

ピ ー キ ン グⅠI+ の よう に示すが､ Ⅰ とⅠⅠ で レベ ル の違

い は ない ｡

2
.

Ⅰ 期向け の Ⅰ と
､
ⅠⅠ 期向け の ⅠⅠ を別 々 に 受講 で き

る. 単位は 1 セ メ ス タ ー 受講 して 1 単位で ある. 同 じ

名称 の 科目を複数回受講 して単位を 積み 上げ る こ とも

可能で ある｡ しか し
, 同

-

担当教員の 同
一

名称科目を

墜塾塾受整 地

( こ れ に つ い て は, 各学部で 決め る こ と で ある が
､ 英

語学類 と して は ｢ 認 め な い+ と い う考え で ある) ｡

3 . 中 ･ 上級英語 の単位 を卒業要件単位 に読 み替える

か 否 か は
, 各学部 の 専決事項 で あ るが,

で き る限り
,

そ う した読 み替 え措置を講 じて い た だ きた い と考え て

い る｡

4 . 中 ･ 上級英語の 受講年次 は
､ あく ま で も ｢ 優先+

の 指定な の で
､

1 年次生や 4 年次生も ( ある い は
､ 上

級 E G P の 場合､ 2 年次生も) ,
ク ラ ス 定員 に空 き があ

れ ば ､ 受講が可 能 で あり,
む しろ奨励 され る｡ 新大 の

一

年生 の 中に は
,
上 の ｢ Ⅰ . 初級英語+ の最後に示 し

た ア ン ケ ー ト結果 か ら もわ か るよ う に､ 現状の 初級英

語 を ｢ 簡単すぎ る+ と 感 じ る学生が毎年少な か らず見

受 け られ るo 窒塾塾虹皇旦塵旦王室J 麹 塵旦

室生 + 亘墜三三三 郎 _ _ 盟

豊 嘘 辺旦

墜墜旦巨星 地 _

塾生迭皇三重ユ 三旦ユ+ _ 堂_ニ土壁窒直 也 上ヱ

旦 出 上⊥ _ 旦 L 且空遜

也

王 ぬ 萱星空塵

望す る と い う こ と は認 め られ な い
,

__

今後 , 中 ･ 上級英語 の 内容を よ り 良い もの に して 行

く た め の 課題 を い く つ か挙 げ て お きた い ｡

○ 内容 の 反省 と点検 を､ 少 なく と も､ 年 に 一

度 は行

い ､ 4 年 に
一

度 は科目の 種額や コ マ 数 の 改善を検

討す る必 要があ る｡ 平成 1 4 年度Ⅰ期 に関 して は ,

た とえ ば
､

｢ 主題別英語+ ( 公 的英語検定) に は 4

月 に受講希望者が定員 を は る か に超え て押 しか け

た とい う事実がある｡ 予想 して い た こ とで はあ る｡

い まや T O E I C の ス コ ア が社内人事 に影響を与え

る こ ともあ る時代な の で ある｡ 聴講希望者数だ け

です べ てを決め る の は 危険で ある が､ 学生の 受講

動向も十分参考 に しな が ら, 今後 の コ ー ス ･ デザ

イ ン を考 え て行 く必 要が あ る｡

○ 中
･ 上級英語 の企画 ･

実施の 責任は英語学頬 で あ

る｡ しか し, さ らに継続的 に実 を上げ るに は
, 拷

来的 に
,

｢ 外国語 と して の 英語教育+ (T e a c hi n g

E n g li sh a s a F o r ei g n L an g u a g e = T E F L
､

こ れ は

現在 で は独立 し た研究分野 に な っ て い る) を専門

に する コ - オ ー ディ ネ 一 夕 - を 大教 セ ン タ ー な ど

で
, あ らた に雇用す る必 要があ るの で は な い か と

考え る｡

○ 各学部 にお い て も , 中
･ 上級英語の 受講を 奨励 し

て い ただ きた い ｡

ⅠⅡ. 初惨外国語

今 回 は ｢ 改革 ･ 英語教育+ 元年で あるた め､ 初修外

国語に つ い て の ス ペ ー

ス が少 なく な っ た こ と をお許 し

虚い た い
｡ 初修外国語 に つ い て は

､ 平成 14 年度も,

大 き な変化は な い ｡ 初修外国語 で顕著 に実効を 上げて

い る コ ー

ス と して ､ ドイ ツ 語､ フ ラ ン ス 語,
ロ シ ア 語

が共同し てⅠ期 の み週 1 回 開講 して い る ｢ 言語文化基

礎+ と , 各外国語 の ｢ 集中 コ ー ス+ が ある と言わ れ て

い る｡ ｢ 集中 コ ー

ス+ は週 4 回の もの と週 3 回の もの

があ る｡ ま た 中級 の ｢ 集中 コ ー

ス+ に は週 2 回 の もの

もあ る｡
｢ 集中コ ー ス+ は

, 外国語の 種類 に よ っ て
､ 日

本人教員と ネイ テ ィ ヴの 教員が組 ん で実施す るもの と
,

ネイ テ ィ ヴの 教員の み の ケ ー

ス がある.
｢ 集中 コ ー ス+

が きわ め て高い 教育効果を 発拝 す る こ と が担当者 か ら

報告 され て い る｡ 平成 1 4 年度 に 向け ても､ 通常の ｢ 初

級+ I ｢ 中級+ ､
｢ 言語文化基礎+ ､

｢ 集中 コ ー

ス+ が従来

どお り 開講される｡

なお , 平成 1 4 年 1 月 に , 大学教育開発研究セ ン タ

ー

に ｢ 初修外国語教育改善特別検討委貞会+ が設置さ

れ ､ 英語教育改革に続き､ 新大 に お け る初修外国語教

育 の改革を目指 して鋭意検討を重ね て い る こ とも報告

して お き たい ｡
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